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令和元年度第３回千葉県国民健康保険連携会議 

議事要旨 

令和２年１月２４日（金） 
千葉県教育会館本館６０８会議室 

午前９時５７分から午前１０時５４分まで 
 

議題（１）確定係数に基づく令和２年度分納付金・標準保険料率の算定結果につ

いて 

 資料１－１～資料１－８に基づき説明。 
 個別質疑 
  ①介護納付金の算定誤りへの対応について【資料１－３】 
   委員  社会保険診療報酬支払基金で算定誤りがあったために、各保険者

が負担する介護納付金の所要額に今後不足が生じる見込みである

との報道がなされたが、当該不足分の精算については、今後どの

時点の算定で行われる見込みか。 

   千葉県 おそらくは全市町村で不足が生じることになると思われるが、具

体的な対応方針は現在保険指導課内で検討中である。決定次第、３

月ごろに開催する予定の連絡会議等の場において説明等ができれば

と考えている。 

 

議題（２）千葉県国民健康保険運営方針の中間見直し（令和２年度末）について 

 資料２－１～資料２－２に基づき説明。 
 個別質疑なし。 
 
その他 

 ○千葉県国民健康保険運営方針に基づく県の取組について 

資料３－１に基づき説明。 

 ○令和２年度保険者努力支援制度（都道府県分）について 

  資料３－２に基づき説明。 

 ○令和元年台風第１５号等の被災者に係る国民健康保険料（税）などの減免等 

に関する国への要望結果について 

資料３－３に基づき説明。 

○国民健康保険運営協議会の次回開催について 

資料３－４に基づき説明。 

 個別質疑 

  ①国保運営方針に基づく県の取組（令和元年度）について【資料３－１】 

   委員  「５ 医療費の適正化の取組」の中で、ＫＤＢデータを活用した

医療費等の分析を行い、集計結果を今後市町村へ提供する予定であ
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るとしているが、この提供はいつごろに、どのような内容により行

われる見込みか。 

   千葉県 時期については、３月上旬を目途に市町村担当者を対象に報告会

を開催した上で、３月中に提供できればと考えている。 

提供内容については現在検討中であるため詳細はお話しできないが、

昨年度行った報告が疾病分類表でいう大分類に留まるものであった

ことから、今回はより掘り下げて、中分類程度の分析なども交えた

ものにできればと考えている。 

  ②令和元年台風第１５号等に基づく対応について【資料３－３】 

   委員  一連の災害対応に関連して、当方でも地元の地区医師会に対して

一部負担金の減免について協力をお願いしたところであるが、千葉

県として、県医師会との間での情報交換についてはどのようなこと

を行っているか。 

   千葉県 各地区医師会に対しては、国の地方厚生局からの通知のほか、全

国医師会から県医師会に通知があった内容についても随時通知が行

われているものと認識しており、県から特段の通知は行っていない。 

今後、各地区医師会への情報提供が適切に行われるよう、あるべき 

情報のやり取りのかたちについて確認していきたい。 

 

全体議題に係る質疑応答 

 ①千葉県国民健康保険作業部会について【資料２－１・２－２】 

  委員  国民健康保険作業部会に新たに「運営方針」を設けるとのことだが、 

３月の発足以降、令和２年度末の運営方針見直しにいたるまで、１年 

程度かけて議論を予定しているのか。 

既存の「財政運営」及び「事務処理標準化」についても、やはり精力 

的に担当者間の議論を進めていくべきではないかと考えているが、こ 

れらと新設する「運営方針」との兼ね合いは。 

  千葉県 運営方針見直しに関して先般各市町村にアンケートを行ったところ 

であるが、その中では既存の「財政運営」や「事務処理標準化」に関 

連する部分も含めて、様々なご意見をいただいたところである。 

そういったところも踏まえて、まずは「財政運営」や「事務処理標準 

化」も含める形で、一体的に３月から「運営方針」の中で議論に着手 

することとして、そこでの議論を踏まえて、令和２年度以降の各項目 

についての具体的なスケジュールを考えていくこととしたい。 

 

 

以上 


